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〔サークル名〕 絆（きずな） 
〔発 表 者〕 髙山 敦史 
〔機械操作〕 杉浦 文昭 
 

１．職場紹介 
『和紙の里』『四季桜』で有名な自然環境に恵まれた豊田市小原地区に平成１５年４月に開所しました。利用

者定員は８０名、建物内は家庭的なぬくもりが感じられるようにユニット型となっています。室内は木材がふ

んだんに使われ、温かみがあります。また、お風呂も檜を使った個浴となっています。 
当施設では、利用者自分らしい暮らしを実現できるよう「寄り添うケア」を目指して日々努力しています。 

２．実践発表サークル紹介 
構成人員  ７名 過去のＱＣ活動件数 ２回 
現メンバーでの活動歴 ８ケ月

構成メンバーの職種 生活相談員・介護員 
事務員 平均年齢   ３３．８歳

月あたりの会合回数   ２回 主な活動時間 勤務時間内外 
 
３．テーマの選定理由 

 離職率が高いという現状から、過去２年間、「職員の意識改革」に取り組んできた。これらの取り組みか

ら、職員も少しずつ安定し、施設目標「寄り添うケア」に向けて職員が一丸となって取り組んでいる。しか

し、現実には業務に追われる現状にあり、利用者・職員ともに楽しみを見出せないのが実情である。そこ

で、今回は法人基本理念「幸福」を念頭に、利用者・職員の希望が叶う施設を目指して取り組みを開始す

ることにした。 
本テーマの活動期間〔８カ月〕 本テーマの会合回数〔１５回〕 会合時間〔１回平均６０分〕 

   
４．施設長のコメント 

１．活動が与えた施設への効果 
   ３年間の取り組みの成果が離職率の低下という目に見える形で出ており、職員のモチベーションの

維持・向上に繋がった。活動前と比べて、職員から前向きな意見が聞かれるようになった。 
２．実践者（サークル）に一言 

 職員の意識改革という難しい課題に挑んでくれたことに感謝したい。この取り組みを継続し、今後

は利用者サービスの質の向上に取り組んでほしい。 
 
＜テーマ選定にあたって＞       
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利用者の希望が叶えられない ◎ ◎ ○ △ △ △ ◎ 21 1 
日々の業務に追われている 
与えられた業務しかできない 

△ ○ ◎ ○ △ △ ○ 17 2 

利用者との関わり方が分からな

い 
◎ ◎ ○ △ △ △ △ 17 2 

委員会活動が負担である △ ○ △ ○ ○ △ △ 13 4 

◎…５点 
○…３点 
△…１点 

 
５．活動計画と実施      計画      実施 H.22.5.17  作成者：才川



 
 活動項目 担当 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

テーマ選定 成瀬         

現状把握 則竹         

要因解析 才川         

目標設定 杉浦         

対策立案・ 
実施 髙山         

効果確認 市川         
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休憩時間

社員旅行

部署の異動や転勤がなかった時

昇給した時

給料日

気の許せる職員といる時

上司から良いと評価をされた時

現在の仕事で自分の目標を達成した時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．現状把握 
 ①職員の幸福度の意識調査アンケートの実施 

  職員がどれだけ仕事に満足しているか、どんな時に 
満足を得られるかを知るためにアンケートを実施する。 

 ＜実施期間＞ ５月２４日～３１日 
 ＜回 収 率＞ ７１％（配布数５９部、回収数４２部） 
 ＜結  果＞  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ２．幸福を感じる時は？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②面会者数・外出者数の把握 

歯止め 木戸         

反省・まとめ 才川         

１．小原安立にいて、幸せだと思う回数 

項目 回答者数 点数（点） 合計点 

毎時間 1 5 5

毎日 9 4 36

毎週 16 3 48

月１回 10 2 20

年１回 2 1 2

無い 2 0 0

無回答 2 0 0

合計 42 2.642857

平均点数 2.64

n=42 

H.22.6.5  作成者：則竹

H.22.6.5  作成者：則竹 



  過去の面会者数・外出者数を把握して推移を知る。 
 ＜開所から昨年度までのユニット別面会者数推移＞   ＜開所から昨年度までの外出者数推移＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ③利用者満足度アンケートの実施 

H.22.6.10  作成者：木戸 H.22.6.10  作成者：木戸

利用者がどれだけサービスに満足しているかを知るためにアンケートを実施する。 
 ＜実施期間＞ ５月１日～３１日 
 ＜回 収 率＞ ９６％（配布数８０部、回収数７７部） 

H.22.6.10  作成者：木戸 ＜結  果＞  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
７．目標設定 
 
  
 
 
 
 
 
８．要因の解析 ～特性要因図～ 

①面会者を増やす。 
～7 月から 11 月の延べ利用者日数における面会者数を 0.122%から 0.156%(平成 17 年度数値)へ～

②外出者数を増やす。 
～外出者数を平成 17 年度（7 月～11 月）の数値まで増加させる～ 

③小原安立を幸せだと思う職員を増やす。～アンケートを点数化して 2.64 から 3.0 へ 



 H.22.6.20  作成者：木戸

 
９．対策立案実施 

H.22.6.25  作成者：髙山対策の検討・実施 

 

要因 誰が いつ どこで 何を どうする 
家族と施設がなじみの関係になっ

ていない（面会者数が少ない） 
木戸 7 月 各ﾕﾆｯﾄ

玄関 
ﾎﾟｽﾀｰ 掲示することで、面会の増加と面会簿の記

入を呼び掛ける。 
成瀬 9 月 各ﾕﾆｯﾄ 家族写真 利用者に「家族写真」をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄするために

面会を依頼する。（敬老の日） 
リーダー 11 月  家族満足度ｱ

ﾝｹｰﾄ 
全利用者家族に送付して、家族の満足度を

知る。 
職員が小原の良さを知らない 成瀬 9 月 11 日 小原 外出ﾂｱｰ 企画、実践する。 

職員間のコミュニケーション不足 則竹 9 月 11 日 施設 ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ大

会 
企画、実施する。 

12 月 17 日 料亭 忘年会 企画、実施する。 
利用者の笑顔が少ない 成瀬 9 月 11 日 小原 外出行事 企画、実施する。 

事務所職

員 
毎朝 集会室 お参り 実施し、利用者の生活習慣を復活させる。

利用者の立場を知ろうとしない 全職員 6 月～7 月 ﾕﾆｯﾄ 利用者体験 利用者の立場に立って考える。 

＜面会者へのポスター＞ 
  面会に来られても面会簿に記載されない家族が多数いるので、 

記載を呼び掛けるポスターを作成し、玄関や各ユニットに掲示する。 
 
＜面会者を増やす＞ 
  「敬老の日」に向けて利用者に「家族写真のプレゼント」を企画する。 
家族写真を撮るために家族に来所を呼び掛ける。 

 
 
 
 
 
 
＜家族の満足度アンケート＞ 



  家族が施設に対して何を望んでいるのか、サービスに満足しているのかを把握するため、家族の満足度アン

ケートを実施する。 
実施期間 平成２２年１０月１０日～１１月１０日  
実施方法 アンケート用紙を返信用封筒とともに家族へ郵送し、  

       回答後に返信してもらう。  
回 収 率 配布数…７８部、回収数…５２部  回収率６６．６％  

 
＜外出ツアー＞ 
  利用者の笑顔を増やすため、職員が小原（職場環境）の良さを知るため、外出ツアーを企画・実施する。 

実施日 平成２２年９月１１日 
場 所 旧小原村の名所を巡る  
参加者 利用者２６名、職員１０名 

 
＜親睦会の開催＞ 
  施設の立地条件から、気軽に職員が交流 
 できる場所がない。今回、２回にわたって 
 職員同士の交流の場を提供する。 
 第１回目 ９月１１日 バーベキュー大会（施設前にて）１４名参加 
 第２回目 １２月１７日 忘年会（小原の料亭にて）３３名参加 
 
＜利用者の生活習慣（朝のお参り）の継続＞ 
  利用者アンケートより、利用者の大半は施設入所前、毎朝、自宅の仏壇や神棚にお参りしていたことが分かっ

た。施設でもこの習慣が継続できるようにお参りの時間を設ける。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜利用者体験＞ 
  職員が利用者の立場を理解するため、全職員を対象に利用者体験を行う。実施後はアンケートを記載しても

らい、そこで出た意見をもとに各ユニットで対応を検討する。 
  実施期間 平成２２年６月２１日～７月２８日  

実施方法 自分の所属以外のユニットで２時間、車椅子で過ごしてもらう。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０．効果の確認           



〔有形効果の確認〕          
①面会者数を増やす               ②外出者数を増やす 

＜延べ利用者日数における面会者数を        ＜外出者数を平成 17 年度（７月～１１月）0.122%か

ら 0.156%へ（７月～１１月）＞              の数値まで増加させる＞ 
 

延べ利用者日数における面会者数

0.122％→0.133％ 目標達成ならず

外泊者数 57 名→70 名

目標達成！    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 H.22.12.15  作成者：木戸H.22.12.10  作成者：市川
  
＜面会者数のパレート図＞ H.22.12.15  作成者：木戸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜外出者数のパレート図（各年 7 月～11 月結果）＞  H.22.12.15  作成者：木戸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③幸せを感じる職員を増やす 
 
 
                                                              実施期間:12/5～12/15  回収率 66.6% 

幸福度点数 2.64点→2.9点  
目標達成ならず 

H.22.12.20  作成者：市川

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H.22.12.20  作成者：才川
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〔無形効果の確認〕 
 ＜職員の意識の変化＞ 
  ・各ユニットで行事を多く実施するようになった。 
  ・利用者体験をきっかけに食事の配膳方法が変わった。 
  ・一部のユニットで、月間目標を立てるようになった。 
  ・利用者に対しての声かけが増えた。 
 ＜利用者の変化＞ 
  ・車椅子から椅子やソファーに座りなおしてもらう利用者が増えた。 
  ・利用者の発語が増えた。 
１１．波及効果 
  平成２０年度から３年間にわたって、離職率に着目して活動を実施してきた。３年間の総まとめとして離職率に

現れた。 H.22.12.20  作成者：才川
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜パレート図（各年 4 月～12 月結果）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２．歯止め 

 

分類 誰が いつ どこで 何を どうする 

標準化 

全職員 毎朝 集会室 お参り 継続的に実施する 
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 年１回（11 月） 郵便で 家族満足度ｱﾝｹｰﾄ 実施し、結果をまとめる。 
ﾕﾆｯﾄ職員 年１回以上 施設内 家族参加型行事 企画し、実施する。 
ＱＣｻｰｸﾙ 年２回 施設内外 親睦会 企画、開催する。 

意 識 ＱＣｻｰｸﾙ 年１回 施設内 満足度アンケート 作成し、実施する。 

H.22.12.20  作成者：木戸

H.22.12.28  作成者：杉浦

１３．反省とまとめ 
項目 良かった点 反省点 

テーマ選定 過去との継続性がある 数値として結果を出しにくい 
現状把握 面会者数を改めて見直すことができた アンケートに頼らざるを得なかった 
目標設定 数字を目標に掲げることができた 数値が分かりにくく複雑だった 
対策立案実施 実施しやすい対策を立て実施できた 多面的な考え方ができなかった 
効果確認 面会者数で効果を確認できた ｱﾝｹｰﾄ以外での効果確認方法を検討すべきだった

歯止め 継続できる明確な内容を考えた 職員の意識向上の歯止めが不明確である

H.22.12.28  作成者：才川

平成２０年度より継続して「職員の意識改革」に取り組み、今回は「幸福度を高める」ための取り組みを実施した。

単年度の成果としては目標数値に至らなかったが、３年間のまとめとして離職率を低下させることができたこと

は大きな成果であるといえる。 


